









This dissertation aimed to develop a method of instructional design (ID) to help 
Japanese university learners of English attain the basics of internationally 
comprehensible English pronunciation and become active communicators in English 
while also fostering their affective variables, namely confidence, attitude, and 
awareness toward English pronunciation. These goals are achieved by designing and 
testing coursebook activities intended to lower psychological barriers to English 
pronunciation learning for Japanese university students. The design, development, 
and evaluation of the coursebook were conducted through a literature review and 
analysis based on student needs. The materials were subjected to formative and 
summative evaluation at different stages of the process to determine what benefits 
this pedagogical practice had. The finalized coursebook utilized for the summative 
evaluation was Now I Got It! Fun Guide to English Pronunciation along with 136 
sound and video files. It presents a semester-long instruction design packaged with 
material tailored to Japanese university learners. It features rhythmic and monitoring 
activities with self-video recording to foster learners’ affective variables during 
pronunciation instruction. The findings derived from the development process and 
evaluation will also provide useful lessons even on their own, separate from the 




























































































に向上させるか。（指導対象音内の10子音：/l/, /r/, /w/, /f/, /v/, /θ/, /ð/, /s/, /z/, /ʃ/） 
 
英語母語話者２名の聞き分け判定による到達度の評価（技能面） 
授業活動の一環として学生が自身の発音を録画した音声資料を用いた。指定した原稿を読み上げる形
式で、事前練習可能な条件での録画であった。授業開始前（事前）の発音と終了後（事後）の発音を比
較した。評価対象音は、2種類の音環境で発音した10子音であった。ひとつは、対象子音＋/a/（例：
ra）、もうひとつは、単語の語頭に評価対象子音があった(例：right)。事前に改善の必要がないと判断さ
れていた音が事後に悪化していた音を「悪化音」、事前に改善の必要がないと判断されていた音が事後
にも改善の必要がないと判断されていた音を「未変化音」、事前に改善の必要のある音と判断されてい
たが、事後に改善が認められなかった場合を「未改善音」とし、事前に改善の必要のあると判断されて
いた音が事後に改善していた場合を「改善音」と定義した。のべ93名、1860音をアメリカ英語母語話者
２名が評価した。その結果は、本教材を用いた授業を行うことによって調音の技能が向上したことを示
していた。 
 
３．一斉授業において、開発教材による発音指導は日本の大学生の情意領域、特に、発音に対する自
信や意識を有意に増大させるか。 
 
アンケート調査による到達度の評価（情意面） 
発音に対する「意識」と「自信」を学生が５段階のリッカートスケール法により自己評価した。評価
は教材導入前と導入後において行った。その結果の平均値を算出し、対応のあるt検定により有意差の有
無を判定した。その結果は、本教材を用いた授業を行うことによって発音に対する態度が向上したこと
を示していた。前述した条件内において開発教材を導入した指導の効果が認められたと評価できる。 
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４．一斉授業において、日本人大学生は、学習不安軽減の効果があるとされるチャンツや早口言葉の
活動をどのように評価するか。 
 
アンケート調査による活動の評価 
授業で導入したテキスト内の主な16の活動に対し、学生がその活動をどのような思いで取り組んでい
たのかを調査した。調査は、１．発音の向上に役立った活動；２．興味を持って楽しく取り組めた活動
の２項目であった。１活動、１点として集計し、ランキングを算出した。その結果は、英語活動の不安
を軽減する活動として導入した「チャンツ」、「早口言葉」を学生は、「１．発音の向上に役立った活
動」のランキングのそれぞれ１位と２位、「２．興味を持って楽しく取り組めた活動」のそれぞれ５位
と６位という評価であった。日本人大学生用の英語発音指導テキストには、通常、導入されていない活
動であるが、日本人大学生の情意面における発音指導に効果のある活動であると認められたと評価でき
る。 
 
５．一斉授業において、日本人大学生は、現在日本の大学の英語発音教科書に活動として導入されて
いないどのような活動で教育的効果を得ることができるか。 
 
アンケート調査による活動の評価 
モニター活動導入の情意面における効果を検証した。比較はモニター活動導入前と導入後において行
った。学生が５段階のリッカートスケール法により自身の発音に対する「興味」・「変化」・「通用
性」・「意識」・「自信」の５項目において自己評価した。評価項目はその結果の平均値を算出し、対
応のあるt検定により有意差の有無を判定した。その結果、発音に対する自己評価５項目のうち、「意
識」・「通用性」・「変化」の３項目において、モニター活動の事前事後の平均値に有意な差が認めら
れた。１度のモニター活動により学生の情意に変化が認められ、日本人大学生の情意面における発音指
導にモニター活動の効果が認められたと評価できる。 
